
桑

報

　
　
⑳
皮
學
研
究
會

　
例
曾
　
二
月
七
日
午
後
一
時
孚
よ
り
樂
霊
鑑
館
講
演
室
に
て
開

會
、
左
記
の
講
演
あ
り
。

　
　
古
入
類
に
就
じ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
金
關
丈
夫
君

　
ピ
カ
テ
ン
ト
ロ
プ
ス
、
エ
レ
ク
ト
ス
を
始
め
田
取
近
黙
風
見
に
か
Σ

る
シ
ナ
ン
ト
ロ
ブ
ス
、
ペ
キ
ニ
ソ
シ
ス
等
古
人
類
の
嚢
達
を
野
物

模
型
及
爲
眞
等
に
よ
り
興
味
深
く
説
明
せ
ら
る
。

　
　
熊
澤
名
山
の
謬
説
に
於
け
る
日
本
的
要
素

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
俊
乗
君

　
儒
者
の
支
那
豪
痔
は
自
然
の
傾
向
で
あ
る
が
彼
等
が
日
本
入
で

あ
る
か
ぎ
り
ま
た
日
本
を
忘
れ
る
こ
と
は
処
断
な
か
っ
た
。
蕃
山

に
於
て
は
特
に
こ
の
日
本
的
傾
向
強
く
そ
の
著
書
は
す
で
に
和
文

を
用
ひ
水
土
の
美
に
よ
り
て
日
本
の
償
植
を
読
明
し
早
く
王
政
復

古
風
の
考
へ
あ
り
し
も
そ
の
古
代
に
鋤
す
る
憧
れ
は
輩
な
る
趣
味

に
非
す
し
て
彼
の
本
領
た
る
政
治
経
濟
の
改
善
に
資
せ
ん
と
せ
し

　
　
　
　
　
禦
　
　
　
　
報

も
の
で
あ
る
σ

　
　
翻
京
都
帝
國
大
學
文
學
旧
史
學
科
三
三
旋
行
記
（
中
）

十
月
十
五
日

　
午
前
七
時
安
東
着
。
往
き
と
蓮
っ
て
税
蘭
の
機
転
あ
る
も
、
　
一

行
は
全
部
無
事
通
過
。

　
午
後
二
時
十
九
分
軍
壌
着
。
李
壌
中
學
校
長
鳥
飼
氏
の
案
内
で

大
同
江
沿
ひ
の
李
南
線
に
移
乗
し
、
眞
池
洞
騨
に
て
下
車
、
約
十

八
町
を
徒
歩
に
て
墜
糠
塚
及
大
墓
の
見
墨
に
赴
く
。
共
に
高
勾
麗

時
代
古
墳
の
代
表
た
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
　
一
行
は
盗
掘
に
依
り

鍛
た
れ
た
跡
を
修
理
利
用
し
た
入
口
よ
り
入
り
、
反
射
鏡
を
鷹
用

し
て
比
較
的
内
部
を
明
る
く
し
、
研
究
に
便
す
る
を
得
た
③
時
間

僅
少
の
憾
め
記
念
撮
影
な
ど
を
し
早
々
に
引
上
け
た
。
與
へ
ら
れ

た
る
紙
面
の
残
の
少
き
爲
記
事
簡
略
に
失
す
る
も
、
詳
細
は
朝
鮮

吏
講
座
「
朝
鮮
美
術
史
」
を
御
閲
書
下
さ
ら
ば
、
自
分
が
駄
文
を
弄

す
る
要
も
無
い
と
思
ふ
。

　
本
日
の
見
墨
・
は
此
れ
で
終
り
，
夕
刻
李
壌
の
族
館
に
着
く
。

十
月
十
六
研

　
早
朝
よ
り
李
壌
博
物
館
の
罵
言
に
赴
く
。
同
博
物
館
は
實
は
猫

　
　
　
　
　
　
第
十
・
六
巻
　
　
第
一
一
號
　
　
　
一
一
ご
二
五
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奨
　
．
　
報

立
の
建
築
物
で
な
く
、
圖
書
館
の
第
三
階
に
聞
書
を
し
て
み
る
が

而
も
其
の
資
す
る
所
は
墨
界
の
至
寳
た
る
べ
ぎ
貴
重
な
も
の
が
多

い
。
主
任
軍
器
氏
の
忌
明
を
煩
は
し
蝸
通
り
理
解
の
上
、
更
に
各

自
、
自
由
に
研
究
す
る
。
、
次
に
其
の
中
に
就
い
て
特
に
代
表
的
な

る
物
若
干
を
斎
け
る
と
、

－
、
米
棺
。
材
質
は
椴
の
木
と
言
は
れ
る
。
外
部
に
布
を
張
り
、

　
更
に
其
の
上
に
漆
を
塗
っ
て
あ
っ
た
爲
に
，
よ
く
保
存
さ
れ
、

　
形
状
頗
る
欝
金
で
あ
る
。
傍
に
此
の
木
棺
を
凝
し
て
み
た
木
榔

　
の
模
型
が
在
っ
て
理
解
を
助
け
る
。
該
棺
は
樂
浪
郡
時
代
の
物

　
で
、
世
界
最
古
の
木
棺
と
爾
せ
ら
れ
る
。

2
、
黄
。
出
陳
暮
景
は
援
の
長
さ
五
寸
一
分
、
胡
の
長
さ
四
寸
三

　
分
五
厘
、
内
の
長
さ
三
寸
あ
り
、
鉛
黒
色
を
帯
び
、
手
工
精
巧

　
鋒
刃
鏡
利
に
し
て
、
猶
ほ
實
戦
に
用
ゐ
得
べ
し
と
い
ふ
も
過
雷

　
で
な
い
。
又
本
品
の
銘
は
背
面
に
、
「
世
五
年
上
郡
守
編
網
造
高

　
奴
工
師
竈
回
申
工
□
薪
謎
」
と
陰
刻
さ
れ
て
み
る
。
而
し
て
上

　
郡
は
秦
代
に
始
め
て
置
か
れ
た
も
の
故
、
括
帯
を
冠
サ
ざ
る
二

　
＋
五
年
も
漢
以
前
に
て
秦
の
始
皇
帝
の
二
＋
五
年
な
る
は
疑
は

　
れ
す
と
。
書
し
て
其
の
推
噺
に
し
て
謬
り
な
く
憾
、
實
に
本
銘

　
　
　
　
　
　
第
十
山
ハ
巷
　
　
第
”
ご
號
　
　
　
廿
ご
二
山
ハ

　
は
金
石
文
と
し
て
最
古
の
物
で
あ
る
。

3
、
漆
器
。
樂
浪
古
墳
出
土
品
中
の
最
大
驚
異
と
す
べ
き
も
の
は

　
漆
喰
で
あ
る
と
い
は
れ
る
。
本
館
に
も
其
の
幾
歳
か
を
訳
し
て

　
み
る
。

4
、
線
融
赤
質
陶
器
。
胎
質
帯
黄
禍
色
で
表
颪
に
緑
色
の
粕
嚢
を

　
施
し
て
あ
る
。
此
れ
叉
最
古
の
軸
藥
に
讃
し
て
貴
重
な
も
の
で

　
あ
る
9

5
、
細
線
鋸
歯
歯
鏡
σ
内
行
花
紋
鏡
、
方
角
規
矩
鏡
、
構
築
鏡
の

　
多
き
中
に
、
一
面
栖
本
鏡
を
見
嵩
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
、

8
、
孝
文
廟
鍋
鐘
。
玄
翁
の
側
に
三
行
の
刻
銘
が
あ
る
。
2
5
ち
、

　
署
長
廟
銅
鐘
容
十
升
。
重
量
斤
。
永
光
三
年
六
月
造
。
此
の
銘

　
に
依
り
、
銀
輪
の
朝
鮮
を
征
す
る
や
、
樂
浪
郡
を
置
き
、
特
に

　
漢
蜜
の
軟
嚴
を
擾
境
に
確
立
せ
ん
が
駕
め
高
祖
廟
と
共
に
孝
文

　
廟
を
創
建
せ
し
事
を
冒
せ
ら
れ
る
鮎
に
意
義
の
大
な
る
も
の
が

　
あ
る
。

　
而
し
て
本
鐘
は
其
の
廟
に
用
ひ
た
祭
蕃
で
あ
る
。

其
の
他
多
く
の
陳
列
品
を
列
駕
す
る
の
煩
に
堪
へ
ぬ
か
ら
此
の
程

度
に
止
め
る
。
　
一
時
勢
家
の
後
本
館
を
僻
し
自
動
車
に
て
樂
浪
の

，（　1”to　）



古
墳
見
學
に
向
ふ
。

　
寺
運
古
墳
は
大
同
江
、
南
串
、
龍
淵
の
三
雨
十
四
箇
里
に
亙
り

丘
陵
又
は
耕
地
の
間
に
千
書
様
某
．
散
在
す
る
。
　
｝
行
の
見
墨
し
た

の
は
大
同
江
面
石
膏
里
の
木
榔
墳
及
壇
榔
墳
の
二
七
で
あ
る
。

　
木
虚
報
。
挿
書
な
し
に
叙
甚
し
て
も
徒
に
文
を
冗
長
な
ら
し
め

る
ば
か
り
で
あ
る
か
ら
、
構
造
等
は
一
切
省
略
す
る
。
木
測
器
内

の
幡
豆
は
實
に
二
千
年
も
完
全
に
保
有
さ
れ
て
み
た
の
で
あ
る

が
、
此
の
木
榔
墳
の
周
園
は
極
め
て
堅
密
な
る
粘
土
で
、
雨
水
の

浸
透
し
た
も
の
は
自
ら
宇
内
に
溜
り
、
木
棺
は
其
の
水
中
に
在
っ

て
保
存
を
全
う
し
得
た
の
で
あ
る
。
本
権
は
大
正
十
四
年
夏
獲
掘

で
、
其
の
際
多
く
の
副
葬
品
を
出
し
た
が
、
殊
に
注
目
さ
る
べ
き

も
の
は
、
直
径
八
寸
、
高
さ
五
寸
の
漆
器
の
鏡
奮
で
、
其
の
手
巧

に
於
て
驚
嘆
す
べ
き
も
の
あ
り
と
。
吹
に
朋
筋
二
箇
で
あ
る
。
其

の
一
に
「
建
武
二
＋
八
年
蜀
郡
西
工
造
」
の
銘
が
あ
り
、
他
の
一
に

は
「
建
武
二
十
一
年
廣
漢
郡
工
官
造
」
の
銘
が
あ
っ
た
事
に
依
り
、

此
の
朋
膓
の
製
作
年
代
を
知
り
、
且
つ
此
の
古
墳
が
千
八
百
年
よ

り
古
か
ら
ざ
る
事
を
知
る
。
木
棺
の
内
部
か
ら
装
身
具
と
共
に
畠

た
物
に
。
遣
骸
に
附
け
た
腐
朽
せ
ざ
る
木
印
が
あ
り
、
其
れ
に
刻

　
　
　
　
　
藁
　
　
　
報

さ
れ
た
る
「
五
官
縁
王
呼
」
な
る
文
字
は
師
ち
此
の
古
墳
の
主
の
身

分
及
名
を
明
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
現
在
墳
聾
の
高
さ
凡
そ
十
一

尺
、
底
部
直
径
凡
そ
三
十
尺
で
あ
る
。

　
簿
榔
墳
。
太
榔
の
隣
に
あ
る
。
（
見
學
は
最
初
本
墳
に
、
次
に
木

榔
墳
に
試
み
た
の
で
あ
る
）
。
大
正
＋
四
年
大
榔
陰
嚢
掘
に
際
既
に

盗
掘
に
罹
っ
た
室
虚
の
博
榔
が
完
全
に
形
艦
を
慧
存
せ
る
を
望
見

し
，
保
護
修
理
を
施
し
て
観
魔
に
便
し
て
あ
る
。
盗
掘
の
際
東
南

方
の
側
室
に
穿
つ
た
穴
隙
が
今
の
入
ロ
で
、
其
れ
を
入
る
と
、
前

室
で
あ
る
。
”
立
室
へ
の
入
口
は
羨
道
と
大
差
な
く
幅
二
尺
八
寸
、

高
さ
三
尺
で
重
壁
の
厚
み
は
二
尺
五
寸
。
閉
塞
せ
る
博
の
一
部
が

除
か
れ
て
辛
う
じ
て
立
室
に
入
る
事
が
出
來
る
。
玄
室
に
木
糖
の

底
冷
と
思
は
る
工
厚
板
。
か
残
っ
て
み
る
。
墳
襲
は
大
便
楕
歪
形

で
、
・
現
在
南
北
六
十
尺
、
東
西
三
十
尺
、
高
さ
二
十
一
尺
で
あ
る

と
。　

雨
古
墳
に
侠
別
し
て
吹
に
樂
浪
郡
治
趾
に
車
を
停
め
る
。
畠
の

中
の
小
丘
の
上
に
木
札
が
あ
っ
て
、
此
々
は
樂
浦
郡
時
代
の
城
壁

の
西
南
隅
に
當
う
と
読
．
明
し
て
あ
る
。
土
城
の
廣
さ
は
大
嗣
江
左

岸
に
滑
ひ
、
東
北
約
六
町
牟
、
南
北
的
五
町
牟
を
有
し
た
も
の
で

　
　
　
　
　
　
第
十
点
ハ
巻
　
　
第
二
號
　
　
　
ご
こ
ご
・
七
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藥
　
　
　
報

あ
る
。
再
び
車
上
の
人
と
な
り
、
ド
ラ
イ
ブ
す
る
こ
と
約
三
十
分

聞
の
後
李
壌
齢
蔽
前
で
下
車
。
此
れ
よ
り
徒
歩
で
牡
丹
蔓
、
乙
密

書
、
玄
武
門
、
箕
子
陵
等
を
含
む
牡
丹
壁
公
園
を
見
下
し
て
山
を

下
り
、
お
牧
の
茶
屋
、
永
明
寺
前
に
畠
で
、
更
に
下
っ
て
大
同
江

の
水
邊
に
て
舟
に
乗
り
流
を
下
る
。
風
景
維
佳
、
舟
中
に
喫
す
る

黙
黙
亦
頗
る
美
で
あ
る
。
右
に
琴
鳥
亭
を
仰
ぐ
灰
で
下
饗
す
る
。

此
の
練
光
亭
の
一
劃
に
七
重
石
塔
、
及
実
以
煮
凝
鑓
が
あ
る
。

　
弓
庭
よ
り
徒
歩
で
妓
生
糞
意
に
行
く
。
舞
盛
の
設
け
あ
る
階
上

で
生
徒
の
劒
舞
、
櫓
侶
の
舞
に
好
奇
の
臼
を
輝
や
か
し
た
一
行

は
、
次
の
内
地
語
の
鴨
緑
江
節
と
三
味
の
音
に
初
め
て
寛
い
だ
氣

持
で
拍
手
喝
采
を
贈
っ
た
。
最
後
に
小
さ
な
生
徒
の
雁
霊
に
感
心

し
つ
・
本
校
を
影
響
し
た
。
一
行
は
そ
れ
よ
り
電
車
で
騨
に
急
ぎ

午
後
二
時
三
十
一
分
嚢
上
り
列
車
に
乗
る
。
（
未
完
）

　
編
韓
の
都
合
に
よ
り
、
原
稿
締
切
蘭
口
に
改
稿
し
、
記
纂
た
牛
減
し
、

且
つ
可
及
的
字
数
な
減
少
す
べ
く
力
め
六
の
で
、
行
当
が
不
超
然
晦
澁
と

な
つ
六
が
、
悪
し
か
ら
ず
御
諒
察
あ
ら
ん
事
た
。
（
谷
口
）

⑳
讃
　
史
劇

例
禽
　
昭
和
五
年
十
二
月
十
九
日
（
金
）

午
後
七
時
よ
り
京
大

　
　
　
　
　
　
第
＋
メ
巻
第
二
號
　
三
囁
三
殊

樂
友
會
館
第
一
学
卒
に
て
開
會
。
左
の
講
演
涜
り
て
午
後
九
置
傘

散
會
。、

一
、
く
す
人
に
就
て
　
　
　
　
文
學
博
士
　
喜
田
、
姦
暴
君

　
例
禽
隅
　
昭
［
和
　
六
年
一
日
〃
二
十
一
二
日
（
金
）
　
午
後
六
時
一
二
十
分
よ

り
樂
友
會
館
長
｝
號
峯
に
て
開
會
。
勢
會
者
三
十
…
名
。
農
博
生

の
卒
業
論
文
硬
概
左
の
如
く
搬
表
さ
れ
一
爾
ほ
先
年
宋
齢
朝
の
三

浦
博
士
の
講
演
あ
り
た
り
。

　
．
、
室
晦
幕
府
の
統
制
意
識
に
讃
す
る
一
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
画
生

一
、
武
士
野
生
史
の
研
究
　
　
　
三
回
生

一
、
原
始
憩
道
と
呪
術
　
　
　
　
三
置
生

一
、
封
建
翻
度
の
成
立
に
關
す
る
一
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
野
生

一
、
廣
東
と
前
門
　
　
　
　
　
文
墨
薄
士

　
　
二
月
十
三
日
（
金
）

赤
松
俊
秀
曽

池
四
単
記
君

．
鈴
木
　
雲
隠

清
水
　
、
　
〔
男
声

三
浦
醐
行
需

　
例
曾
　
　
　
　
　
　
　
午
後
七
畔
よ
り
樂
友
三
際
第
一
號

室
に
て
開
口
。
來
會
者
二
＋
三
三
。
卒
業
論
文
概
要
養
三
三
の
他

　
一
、
日
本
上
代
の
醤
術
に
於
け
る
呪
術
的
形
態

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
画
生
　
金
丸
　
二
郎
君
、
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一
、
卒
業
論
文
作
成
の
纏
過
に
就
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
回
生
　
古
住
　
芳
彦
君
、

　
　
（
同
君
の
卒
業
論
文
は
、
王
朝
前
期
の
肚
會
攻
策
）

　
　
、
土
一
揆
に
射
す
る
一
考
察
　
三
回
生
　
森
　

義
雄
君

　
　
、
我
國
資
本
主
義
思
想
の
嚢
生
に
關
す
る
一
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
回
生
　
下
園
　
盛
治
君

　
　
、
近
世
に
於
け
る
墨
問
の
新
傾
向

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
回
生
　
吉
田
　
三
郎
君

　
一
、
近
世
大
和
川
の
水
蓮
　
　
　
文
學
士
　
肥
後
　
和
男
君

　
　
醗
西
洋
史
護
書
會

　
例
會
　
十
二
月
十
二
日
午
後
六
時
牛
よ
り
樂
友
會
館
に
開
く
。

來
會
者
十
八
名
。
散
會
十
時
牟
。

　
閑
ξ
①
⇔
9
薦
旧
d
器
N
Φ
冨
一
目
2
鳥
2
穿
終
2
佐
藤
　
　
賢
君

　
回
＝
①
嵩
。
〈
窪
8
島
ω
8
＜
。
　
　
　
　
　
　
黒
田
　
正
利
君

．
例
A
留
　
　
昭
和
山
月
＃
†
一
日
ハ
ニ
十
一
二
日
定
㎝
刻
一
足
所
に
｝
開
く
。
來
命
日
者

＋
八
名
。
卒
業
論
文
の
硬
概
の
獲
表
あ
っ
て
三
瀬
＋
一
時
。

．
ポ
ー
ラ
ン
ド
第
二
分
割
に
就
い
て
　
　
江
坂
長
四
郎
君

　
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
大
帝
に
よ
る
基
督
教
公
認
以
後
約
諾
四
＋
年

　
　
　
　
　
藁
　
　
　
報

　
　
に
於
け
る
埃
及
教
子
の
民
族
的
獲
達
　
　
水
川
　
温
二
君

　
十
字
軍
時
代
ベ
ニ
ス
の
東
方
養
展
に
就
い
て
松
枝
清
重
君

　
タ
キ
ッ
ス
の
羅
馬
史
観
に
就
い
て
　
　
　
織
田
昌
太
郎
君

　
例
會
　
一
月
三
十
日
定
刻
定
所
に
開
く
。
來
會
者
十
七
名
。
前

国
と
醐
じ
く
二
面
獲
表
あ
っ
て
散
會
十
「
時
。

　
ア
ウ
グ
ス
チ
ン
の
國
家
田
心
霜
心
　
　
　
　
　
一
巾
川
　
文
一
絨
需

　
≧
巨
μ
に
就
い
て
　
・
　
　
　
　
　
　
　
、
井
上
千
代
喜
鴬

　
千
九
百
十
八
年
十
一
三
九
日
　
　
　
　
　
　
西
山
　
勤
二
君

書

華尺

　
　
鱒
寄
購
交
換
圖
書

人
爵
岨
撰
雑
誌
　

㎜
悶
五
の
Y
八
、
九
　附
録
　
　
附
四
六
の
一
、
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
入
類
學
會

歴
史
地
理
五
六
の
六
、
五
七
の
｝
、
二
　
日
本
歴
史
地
理
墨
旧

史
學
礫
誌
四
一
の
十
二
、
四
二
の
一
、
二
　
史
　
　
躍
　
　
會

言
語
と
文
學
　
四
　
　
　
　
，
　
　
薄
恥
帝
國
大
帯
芝
語
学
文
學
會

龍
谷
史
壇
三
の
二
　
　
　
　
　
　
　
　
龍
谷
大
學

　
　
　
　
　
　
第
十
山
ハ
巻
　
　
第
二
㎜
概
　
　
　
三
臼
三
先
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會
　
　
　
報

考
古
學
錐
誌
二
〇
の
十
二
、

史
　
　
苑
　
五
の
三

監
獄
墨
報
　
二

國
畢
院
雑
誌
三
七
の
一
、
二
、
三

國
　
史
學
　
五

史
跡
と
美
術
．
二
、
三

北
方
郷
土
　
二
の
一

纏
濟
論
叢
滑
こ
の
｝
、
二
、
三

史
　
　
學
九
の
四
、

民
俗
學
二
の
＋
二
、
三
の
叫
、
二

史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
六
の
一

伊
豫
史
壇
　
六
五

刀
劒
研
究
＋
七
の
一
、
二

史
　
　
淵
　
二

大
谷
學
報
十
こ
の
嚇

染
色
文
襟
史
の
研
究
（
明
石
染
人
著
）

廿
一
の
叫
、
二
　
考
　
古
　
學
r
會

　
立
教
大
學
史
墨
會

　
顯
眞
．
學
苑

　
國
學
院
大
學

　
國
　
史
學
　
會

　
史
跡
美
術
同
三
三

　
函
師
郷
土
研
究
會

　
経
濟
學
會

　
三
田
史
學
會

　
昆
俗
墨
會

　
同
保
存
協
會

　
伊
予
史
談
會

ド
南
　
　
人
　
　
就

　
九
大
史
學
會

大
谷
大
墨
大
谷
墨
會

　
萬
　
　
里
　
　
閣

支
那
に
於
け
る
佛
教
と
儒
敏
道
敏
（
常
盤
大
定
著
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
洋
文
庫

通
報
（
日
。
巨
σ
Ω
霊
。
＜
♀
卜
。
⑳
）
，
　
　
　
　
　
霊
三
　
　
勺
①
筈
9

　
　
　
　
　
　
第
十
六
巷
第
二
競
－
三
四
〇

　
　
義
子
員
二
十

　
　
　
　
醗
入
　
　
會
”

廣
島
乱
撃
扇
町
五
三
四

　
　
　
　
（
右
紹
介
　
千
代
田
謙
氏
）

ノ
＜
o
囲
剛
国
。
・
翼
ρ
b
づ
き
。
犀
】
汐
①
“
舅
角
緋
の
・
d
●
Q
Q
曾
》
．

　
　
　
“
（
右
紹
介
　
松
野
蓮
崇
氏
）

肇
北
市
児
玉
町
二
の
四
三

兵
康
縣
武
庫
郡
御
影
晦
石
屋

　
　
　
　
（
右
紹
介
　
中
村
喜
代
三
氏
）

松
本
高
等
二
戸

　
　
　
　
（
右
紹
介
　
三
喜
田
熊
藏
氏
）

奈
良
県
畝
傍
中
墨
校

　
　
　
　
（
右
紹
介
　
寺
尾
宏
二
氏
）

京
都
市
左
京
匿
田
中
大
堰
町
世
一
、
山
上
方

　
　
　
　
（
右
紹
介
島
田
貞
彦
氏
）

　
　
　
　
醗
退
　
　
　
會

佐
崎
重
晦
氏

　
　
　
　
麟
死
　
　
　
亡

藤
井
健
次
郎
氏
　
　
尼
利
衛
述
氏
，

　
　
右
謹
み
て
哀
悼
の
意
を
表
す
。

梅
田
育
太
郎
氏

頼
龍
樹
氏

波
多
野
丈
夫
氏

若
林
修
二
氏

玉
川
治
三
氏

田
中
　
一
三
氏

燦
澤
吟
治
氏
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